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Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,124人
女 ………………………… 4,715人
計 ………………………… 8,839人
世帯 …………………… 4,893世帯

（－４）
（－３）
（－７）
（－５）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜１月４日現在＞
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８ 洞爺湖町の子どもたちの
学力の向上を目指して

さわやかだより
子どもの「おいしい！」感覚を育てましょう

18

洞爺湖町成人式が１月
13 日、洞爺湖町役場防
災研修ホールで行われ、
新成人 66 人が出席しま
した。

－関連記事ｐ３－

お知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

14

イベントカレンダー23

11 地域の力で地域の資源を守ろう！
まちのわだい12

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.11

19

ジオパーク通信22

24 spotlight

小川　裕司さん
東奔西走／今月のワンショット

環境省自然環境局長賞を受賞

中川　創士郎くん                            
　　　（そうしろう）

謙治郎さん・志保さん
11 月 16 日生　洞第 3

木田　快晴くん
　　　　（かいせい）

昌志さん・真奈美さん
11 月３日生　温５区

髙橋　総士くん                        
　　　　（そうし）

洋之さん・めぐみさん
11 月 24 日生　虻８区

伏見　和華ちゃん    
　　　　（わか）

喜代人さん・多華子さん
11 月 20 日生　入４区

青山　恵大くん
　　　　（けいた）

和弘さん・里美さん
11 月 30 日生　虻５区

齋藤　柚真ちゃん
　　　　（ゆま）

大介さん・真弓さん
11 月 30 日生　温４区

４ 国民健康保険第 2 期保険事業
実施計画を策定しました

３ pickup news

ワンポイント手話
洞爺湖町の未来を担う新成人
平成 31 年洞爺湖町成人式

消防だより20

あぶた福祉会21
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第８回目は建設課佐藤優太です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

こんばんは

開いた両手を
左右から顔の前に寄せて交差させます。

（カーテンを閉めるイメージです）

手話
ワンポイント こんばんはこんばんは

平成 31年洞爺湖町成人式

洞爺湖町の未来を担う
新成人
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国民健康保険
第２期保健事業
実施計画を策定しました

■問合せ　住民課国保医療グループ（☎ 74-3002）
　　　　　健康福祉センター健康推進・地域包括グループ（☎ 76-4006）

高齢化の急速な進展に伴い、高血圧や糖尿病といった生
活習慣病で病院にかかる割合が増加し、死亡原因の約６割
を占める状況になっています。また、診療報酬明細書（レ
セプト）の電子化や国保データベース（KDB システム）
の整備に伴い、医療費や健診などのデータ分析から町の健
康課題の明確化や保健事業評価などを行う基盤整備が進ん
でいます。これらのデータを活用して町の健康課題の分析、
保健事業の評価などを行い、効果的で効率的な保健事業を

PDCA サイクルで実施するための保健事業計画の策定が
求められています。
　洞爺湖町でも計画を策定し、保健事業を展開してきまし
た。前計画の計画期間満了を迎えたことから、前計画の実
施状況を踏まえた「第２期保健事業実施計画」を策定しま
したので、その概要についてお知らせします。
　計画期間は、平成 30 年度から平成 35 年度までの６年
間です。

第 2 期洞爺湖町まちづくり総合計画

洞爺湖町第 2 期健康づくり計画

第２期洞爺湖町国民健康保険
保健事業実施計画

（データヘルス計画）

第３期特定健康診査等実施計画

部門計画

整　合

整　合

高齢者の医療の
確保に関する法律

第 19 条

北海道医療費
適正化

データヘルス計画
レセプト・健診情報などのデータの分析に基づく

効率的・効果的な保健事業を PDCA サイクルで実施するための事業計画

Check
（評価）

Do
（実施）

Plan
( 計画）

Act
（改善）

Plan（計画）
データ分析に基づく事業の立案
・健康課題、事業目的の明確化
・目標設定
・費用対効果を考慮した事業選択
（例）・加入者に対する全般的・個
　別的な情報提供
・特定健診・特定保健指導
・重症化予防

Do（実施）
事業の実施

Check（評価）
データ分析に基づく
効果測定・評価

Act（改善）
次サイクルに向けて修正
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20
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平成28年度平成27年度平成26年度平成25年度平成24年度

40％

20％
22％

26％
28％
30％
32％
34％
36％
38％

24％

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

27.3％

32.9％33.4％33.5％
31.8％

男性 女性

①特定健康診査
■受診率の推移

■性別・年齢階層別受診状況

事業名 特定健康診査（継続）

概　要

生活習慣病の原因ともなるメタボ
リックシンドローム予防に重点を
おいた検査を行い、その早期発見
により生活習慣病を予防します。

事業名 健康診査（継続）

概　要

特定健康診査の対象外である年代
の町民に対し、特定健康診査と
同様の項目で健康診査を実施し、
75 歳以上の住民に対しては機能
低下に関する項目などを追加して
実施します。

②特定保健指導
■実施率の推移
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平成28年度平成27年度平成26年度平成25年度平成24年度

60％

30％

50％

40％

20％

10％

０％
平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

洞爺湖町 同規模 北海道 全　国
メタボ基準に該当 18.8％ 18.0％ 16.6％ 17.3％

男性 30.8％ 27.1％ 27.5％ 27.5％

女性 8.3％ 10.2％ 8.8％ 9.5％

メタボ予備群基準に該当 11.8％ 11.5％ 10.6％ 10.7％

男性 18.9％ 17.3％ 17.9％ 17.2％

女性 5.5％ 6.5％ 5.5％ 5.8％

■メタボリックシンドローム判定

出典：特定健診等データ管理システム「特定健診・特定保健指導実施結果報告」

出典：特定健診等データ管理システム「特定健診・特定保健指導実施結果報告」

出典：特定健診等データ管理システム「特定健診・特定保健指導実施結果報告」、KDB システム「地域の全体像の把握」

課題
・実施率が低下している。
・メタボ該当率、予備軍該当率ともに全
　国平均を上回っている。

事業名 特定保健指導（継続）

概　要

健診結果から、メタボリッ
クシンドロームのリスクな
どを総合して生活習慣病の
発症リスクが高いため、生
活習慣の改善による予防効
果が期待できる人などを対
象に生活習慣を改善するた
めの支援（保健指導）を行
います。

課題
・受診率が 30 代から伸び悩んでいる。
・男女とも 40 代から 50 代の受診率が低い。

●計画・目標

●計画・目標

0 80 160 240 320 400

70 ～ 74

60 ～ 64

40 ～ 44
45 ～ 49
50 ～ 54
55 ～ 59

65 ～ 69
32.7％

24.4％
29.3％

28.0％
35.4％

41.6％
30.4％
29.0％

21.4％
30.4％
31.4％

32.4％
41.0％

38.3％

０ 40032024016080 人０320 240 160 80400人

56.5％
49.0％

42.4％ 44.2％

28.4％
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順位 疾病名 割合 生活習慣病

１位 糖尿病 6.6％ ○

２位 統合失調症 6.5％

３位 高血圧症 6.2％ ○

４位 脂質異常症 4.3％ ○

５位 脳梗塞 3.0％ ○

６位 関節疾患 2.9％

７位 肺がん 2.8％

８位 うつ病 2.5％

９位 大腸がん 2.4％

10 位 不整脈 2.4％ ○

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度
洞爺湖町 32,842 円 32,405 円 32,203 円

同規模 25,108 円 26,509 円 26,418 円

北海道 26,642 円 27,835 円 27,782 円

全　国 23,292 円 24,452 円 24,253 円

③被保険者一人当たり医療費

20000

22000

24000

26000

28000

30000

32000

34000

平成28年度平成27年度平成26年度

34,000 円

20,000 円

22,000 円

24,000 円

26,000 円

28,000 円

30,000 円

32,000 円

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

出典：KDB システム「健診・医療・介護データからみる地域の健康課題」

課題
・被保険者一人当たりの医療費が全国平均を

●計画・目標
事業名 医療費適正化推進対策事業（継続）

概　要
医療費通知やジェネリック医薬品（後
発医薬品）差額通知、レセプト点検な
どにより医療費の適正化を推進します。

目　標

ジェネリック医薬品使用率の向上
平成 30 年度～平成 35 年度
ジェネリック医薬品使用率　80％以上
※国の数値目標（数値シェア）は平成
32 年 9 月まで

取組み

・ジェネリック医薬品推奨の差額通知は
平成 23 年度年 1 回、平成 24 年度より
年 2 回対象者へ通知していて、切替率
は頭打ちになりつつあります。今後も
町内の薬局などと協力しながら更なる
啓発・普及に努めます。
※切替率：診療月で、1 種類以上ジェ
ネリック医薬品が処方されている被保
険者を該当者として集計した場合の率
です。

■被保険者一人当たり医療費

④レセプト分析による疾病構造の把握（平成 28 年度）
■疾病大分類別医療費割合

入　院　

外　来

循環器
25.0%

内分泌
26.8％

その他
19.0％

神経
6.1％

呼吸器
6.4％

筋骨格
9.8％ 精神

12.8％

新生物
21.0％

その他
22.4％

消化器
6.2％

尿路性器
6.6％

呼吸器
6.9％ 新生物

8.0％
筋骨格
8.5％

循環器
14.8％

出典：KDB システム「医療費分析（２）大、中、細小分類」

課題
・糖尿病や高血圧性疾患など生活習慣病が上位を占めている。

洞爺湖町 同規模北海道 全　国

上回っている。
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●計画・目標
事業名 生活習慣病対策保健指導（継続）⇒糖尿病性腎症重症化予防事業（新規）

概　要
重症化リスクの高い検診などの未受診者などに対する受診勧奨・保健指導を行い治療に繋げるととも
に、通院患者に対して主治医の判断で対象者を選定し保健指導を行って人工透析などへの移行を予防
します。

目　標
実施率の向上
平成 30 年度　－ 平成 31 年度　５％ 平成 32 年度　６％
平成 33 年度　７％ 平成 34 年度　８％ 平成 35 年度　13％

取組み

・北海道版のプログラムと、生活習慣病対策の保健指導の評価を基に、町独自のプログラムの作成を
検討します。
・対象者の主治医と連携した保健指導を実施することで、糖尿病などの生活習慣病の重症化を予防す
るとともに、新規に人工透析とならないよう予防します。

事業名 産後スクリーニング検査（継続）

概　要 妊娠高血圧症候群や妊娠糖尿病など、妊娠を期に発症する恐れのある生活習慣病を早期に発見するた
め、4 か月検診を受診する母に対して血圧測定・尿検査を実施します。

目　標
実施率の維持向上
平成 30 年度　100％ 平成 31 年度　100％ 平成 32 年度　100％
平成 33 年度　100％ 平成 34 年度　100％ 平成 35 年度　100％

取組み

・平成 25 年度から洞爺湖町独自で実施。
・妊娠高血圧症候群を原因とした腎機能低下による人工透析患者がいたことから、若い世代の腎機能
低下予防を人工透析予防策の一環として実施しています。継続的に実施することで、より若い世代か
らの生活習慣病対策に取り組みます。

⑤その他事業
事業名 健康増進・普及啓発事業（継続）

概　要 町民一人ひとりが自分の健康に関心をもち、活動するための知識や技術の普及啓発、参加型イベン
トの開催などを推進します

特定健診・各種がん検診のお知らせ

地　　区 虻田地区 洞爺地区

日　　程 2 月 21 日（木） ２月 22 日（金）

会　　場 健康福祉センター 洞爺ふれ愛センター

受付時間

① 6：30 ～ 6：50 ② 7：00 ～ 7：20 ③ 7：
30 ～ 7：50 ④ 8：00 ～ 8：20 ⑤ 8：30
～ 8：50 ⑥ 9：00 ～ 9：20 ⑦ 9：30 ～ 9：
50

■健診内容
・30 歳以上～医師の診察、身体測定、腹囲測定、
　血圧測定、尿・血液検査、心電図・眼底検査
・70 歳以上～医師の診察、身体測定、腹囲測定、
　血圧測定、尿・血液検査、心電図・眼底検査、
　問診、運動器検査（５メートル歩行、握力、片
　足立ち）

日程・会場特定健診

■健診項目
胃がん検診、大腸がん検診、結核肺がん検診、
エキノコックス検診、前立腺がん検診、肝炎ウィ
ルス検診、ピロリ菌検査

各種がん検診
※希望の受付時間にそえない場合があります。

問合せ
健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）
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～平成 30年度全国学力・学習状況調査の結果概要～

■問合せ　教育委員会管理課学校教育グループ（☎ 74-3009）

■小学校

■中学校

　平均正答率は、各平均正答数を設問数で割った値の百分率です。都道府県と市町村の平均正答率％は、
文部科学省方針で小数点以下を四捨五入表示としています。

調査の対象

1. 各教科の平均正答率

　町内の小学校６年生　63 人（３校）
　町内の中学校３年生　40 人（２校）

調査の内容
①学力調査
　・主に「知識」に関する問題～ A 問題（国語 A、算数 A、数学 A）
　　身に付けなければ後の学習内容に影響を及ぼし、実生活で不可欠な知識や技能を問うもの
　・主に「活用」に関する問題～ B 問題（国語 B、算数 B、数学 B）
　　知識や技能などを実生活のさまざまな場面に活用する力を問うもの
　・理科の問題は、A 問題、B 問題を一体的に出題
②学習状況調査
　・児童・生徒質問紙調査（生活・学習習慣に関すること）
　・学校質問紙調査（学習指導に関すること）

　　学力調査の結果　　

　　昨年の４月 17日（火）に全国一斉で学力・学習状況調査が行われました。
　　児童・生徒の学力向上には、学校はもちろん、保護者や地域の皆さんにも現状を理解してもらい、学校・　　児童・生徒の学力向上には、学校はもちろん、保護者や地域の皆さんにも現状を理解してもらい、学校・

家庭・地域が連携していくことが必要なことから、学力調査の結果や当町の学力向上対
策の概要についてお知らせします。また、町のホームページでは、児童・生徒質問紙調査、
学校質問紙調査なども掲載します。

子どもたち
学力　向上　目指して

の
の を

洞爺湖町の

国語Ａ 国語Ｂ　　　　 算数Ａ 算数Ｂ 理科
洞爺湖町 66％ 48％ 60％ 46％ 56％

北海道（公立） 70％ 53％ 62％ 49％ 59％
全　国（公立） 70.7％ 54.7％ 63.5％ 51.5％ 60.3％

国語Ａ 国語Ｂ　　　　 数学Ａ 数学Ｂ 理科
洞爺湖町 68％ 48％ 49％ 30％ 55％

北海道（公立） 77％ 61％ 65％ 46％ 67％
全　国（公立） 76.1％ 61.2％ 66.1％ 46.9％ 66.1％
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■小学校

　　児童・生徒への質問

・国語 A では、「書くこと」が全国を上
回っています。
・算数 A では、「数量関係」、B では「図
形」で全国に最も近くなっています。
・理科では、「物質」で全国に最も近くなっ
ています。

・国語 A では、「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」、B では、「読
むこと」で全国に最も近くなっていま
す。
・数学 A では、「数と式」、B では、「関数」
で全国に最も近くなっています。
・理科では、「生物的領域」で全国に最も
近くなっています。

　教科の領域別に全国を 100 とした場合の全道と洞爺湖町の状況をレーダーチャートで示したものです。（洞爺
湖町の平均正答率÷全国の平均正答率× 100 で算出）

2. 各教科の状況

■中学校

■小学校

■中学校

Q　算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法
がないか考えている

Q　５年生までに受けた授業や課外活動で地域のことを調
べたり、地域の人と関わったりする機会があった

当てはまる どちらかといえば当てはまる 当てはまらないどちらかといえば当てはまらない

　　児童・生徒への質問

している どちらかといえばしている 全くしていないあまりしていない

Q　数学の授業で問題の解き方や考え方がわかるように
ノートに書いている

Q　家で、自分で計画を立てて勉強をしている

0 20 40 60 80 100

全　　国

全　　道

洞爺湖町
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全　　国

全　　道

洞爺湖町

0 20 40 60 80 100

全　　国

全　　道

洞爺湖町

0 20 40 60 80 100

全　　国

全　　道

洞爺湖町

国語 A（話すこと・聞くこと）
国語 A（書くこと）

国語 A（読むこと）

国語 A（伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項）

国語 B
（話すこと・聞くこと）

国語 B（書くこと）

国語 B（読むこと）

算数 A（数と計算）

算数 A（量と測定）
算数 A（図形）算数 A（数量関係）

算数 B（数と計算）

算数 B（量と測定）

算数 B（図形）

算数 B（数量関係）

傾　向

傾　向

当てはまる どちらかといえば当てはまる 当てはまらないどちらかといえば当てはまらない

当てはまる どちらかといえば当てはまる 当てはまらないどちらかといえば当てはまらない

52.4 11.1

42.1 35.3 16.7 5.8

34.3 15.744.2

68.3 19.0 7.9

32.5 21.2 9.536.7

40.1 34.3 18.3 7.2

32.5

17.4

16.6

35.2

35.5

33.9

34.8 13.0

4.8

7.5 32.5

35.6

35.0

7.5

13.6

13.6

5.3

5.7

60.0

45.4

45.6

13.4

5.7

7.9

町内小学校
北海道（公立）
全国（公立）

28.6

42.5 17.5

理科（物質）

理科（エネルギー）

理科（生命）

理科（地球）

国語 A（話すこと・聞くこと）
国語 A（書くこと）

国語 A（読むこと）
国語 A（伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項）

国語 B
（話すこと・聞くこと）

国語 B（書くこと）

国語 B（読むこと）

数学 A（数と式）
数学 A（図形）

数学 A（関数）数学 A
（資料の活用）

数学 B（数と式）

数学 B（関数）

数学 B（図形）

数学 B（資料の活用）

理科（物理的領域）

理科（エネルギー）

理科（化学的領域）
理科（地学的領域）

国語 B（伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項）

町内小学校
北海道（公立）
全国（公立）
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　　学校への質問

　各学校が、調査の分析結果を学校全体で教育活動の改善
に活用した結果、算数の授業では、児童が自力解決や相互
交流し、深い考察ができるようになってきています。
　各学校が、指導計画を作成する上で、地域などの外部の
人的、物的資源を含めて活用しながら組み合わせたことに
より、児童が地域のことを調べたり、地域の人と関わった
りする機会が多くなりました。

①洞爺湖町スタンダード 10 研修委員会で策定した「洞爺湖町自立的学びのための
スタンダード 10」の全町的取り組みへの支援
②長期休業中や放課後の補充学習と町の放課後学習支援（地域未来塾）の実施
③教職員の資質向上のための町独自の講師招請学力向上講演会の開催
④町独自の「標準学力調査（全面改訂版）」の実施
⑤支援員の手厚い配置
⑥平日、土日の家庭学習強化の取り組みの実施（ＰＴＡへの呼びかけ文書の作成など）

　　洞爺湖町の学力向上への取り組み

〇児童への質問から
・算数の授業で、「もっと簡単に解く方法がないか考えている」
と回答した児童の割合が、全国を上回っています。
・「授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関
わったりする機会があった」と回答した児童の割合が、全国を
上回っています。
〇学校への質問から
・今回の調査を「学校全体で教育活動を改善するために活用し
た」と回答した学校の割合が、全国と全道を上回っています。
・全学校が、「指導計画の作成に当たっては、教育内容や教育
活動に必要な人的、物的資源などを、地域などの外部資源を含
めて活用しながら効果的に組み合わせた」と回答しています。

　　洞爺湖町の学力向上への取り組み

　　学校への質問

■小学校 ■中学校
〇生徒への質問から
・「家で、自分で計画を立てて勉強をしている」と回答した生
徒の割合が、全国と全道を上回っています。
・「数学の授業で問題の解き方や考え方がわかるようにノート
に書いている」と回答した生徒の割合が、全国を上回っていま
す。
〇学校への質問から
・全学校が、指導計画の作成に当たっては、「教育内容を相互
の関係で捉え、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に
配列している」と回答しています。
・全学校が、「数学の指導として、前年度までに、発展的な学
習の指導を行った」と回答しています。

　　分　析　　分　析

■小学校

■中学校

Q　平成 29年度全国学力・学習状況調査の事項の分析結
果について、調査対象学年・教科だけでなく、学校全体で
教育活動を改善するために活用した

Q　指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動
に必要な人的・物的資源などを地域などの外部の資源を含
めて活用しながら効果的に組み合わせた

よく行った どちらかといえば行った 全く行っていないあまり行っていない

Q　調査対象の学年の生徒に対して、前年度までに、保護
者に対して生徒の家庭学習を促すような働きかけを行った

Q　調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年
度までに、発展的な学習の指導を行った

よく行った 行った ほとんど行っていない
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よくしている どちらかといえばしている あまりしていない
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34.164.0
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41.7

100.0

54.0

38.8

41.8

53.1 7.5

100.0

19.4

13.5

58.2

53.0

21.2

31.3

　学校が、保護者に対して生徒の家庭学習を促すような働
きかけを行ったことにより、家で計画を立てて勉強する生
徒が増えてきていると考えられます。
　学校が、調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、
前年度までに発展的な学習の指導を行ったことにより、生
徒は、数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるように
ノートに書くようになってきたと考えられます。

よく行った どちらかといえば行った 全く行っていないあまり行っていない
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地
や
農
業
用
水
な
ど
は
、
安

　
　
全
で
安
心
な
食
料
生
産
を
支

え
る
生
産
基
盤
と
し
て
の
役
割
は

も
ち
ろ
ん
、
国
土
・
環
境
・
生
態

系
の
保
全
な
ど
多
面
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
地
域
の
大
切
な
資
源

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の

集
落
で
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
行

し
、
資
源
を
守
る
地
域
の
ま
と
ま

り
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
業
者
だ
け
で

な
く
地
域
住
民
、
自
治
会
、
関
係

団
体
な
ど
が
幅
広
く
参
加
す
る
活

動
組
織
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で

の
保
全
活
動
に
加
え
て
、
施
設
を

長
持
ち
さ
せ
る
よ
う
な
き
め
細
や

か
な
手
入
れ
や
農
村
の
自
然
や
景

観
な
ど
を
守
る
地
域
共
同
活
動
の

促
進
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
発
足
か
ら
４
年
目
を
迎
え
た
今

年
度
、
町
内
４
活
動
組
織
に
加

え
、
財
田
・
川
東
地
域
資
源
保
全

組
合
が
新
た
に
発
足
し
、
構
成
員

は
１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
各
活
動
組
織
は
自
ら
策
定
し
た

活
動
計
画
を
基
に
、
農
村
環
境
を

保
全
す
る
た
め
農
地
周
辺
の
草
刈

や
農
道
整
備
な
ど
積
極
的
に
事
業

を
展
開
し
、
管
外
視
察
な
ど
の
独

自
の
取
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

私たちの活動組織は多面的機能支払交付金を活用し、農地・農道などの地域資源の
保全活動や機能向上のための共同活動に取り組んでいます。

農

の力で
地域の資源を守ろう！

■問合せ　洞爺総合支所農業振興課（☎ 82-5111）
～平成 30年度多面的機能支払交付金事業の活動事例紹介～

大原地区環境保全会

花和地区環境保全会 成香地域資源保全組合

財田・川東地域資源保全組合

▷用水路の泥
上げ

◁景観美化活動

地域住民と花壇の
植栽活動 鳥獣被害防止策の設置

▷活動計画の
策定

◁農地近隣施
設の草刈

農道周辺伐採

地域

活動事例
香川地区資源保全組合



　

旭日単光章を受章�
故沼田松夫さんに叙勲

　
　
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

　
　

と
児
童
職
業
体
験
事
業「
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
と
大
工
体
験
」（
洞
爺

湖
町
商
工
会
青
年
部
主
催
）
が
虻
田

ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町

内
の
児
童
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ソ
ー
セ
ー
ジ
体
験
は
腸
の
肉
詰
め

か
ら
湯
で
上
げ
る
ま
で
体
験
。
大
工

体
験
で
は
、
工
作
キ
ッ
ト
で
マ
ガ
ジ

ン
ラ
ッ
ク
な
ど
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
を
体
験
し
た
児

童
は
「
羊
の
腸
に
肉
を
つ
め
る
の
は

難
し
か
っ
た
け
ど
お
い
し
か
っ
た
」

と
楽
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

のわだい
まち
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児童たちが職業体験�
ソーセージ作りと大工体験

　
　
月
に
74
歳
で
亡
く
な
っ
た
洞
爺

　
　
湖
町
議
会
議
員
の
故
沼
田
松
夫

さ
ん
（
入
１
区
）
が
旭
日
単
光
章
を

受
章
し
、
役
場
の
議
場
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
沼
田
さ
ん
は
平
成
15
年
に
旧
虻
田

町
議
会
議
員
に
初
当
選
。
合
併
前
後

の
４
期
12
年
５
カ
月
に
わ
た
り
、
議

会
経
済
常
任
委
員
長
、
議
会
広
報
常

任
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
真
屋
町
長
か
ら
妻
の
露

子
さ
ん
に
勲
記
と
勲
章
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

地域カフェで初めての勉強会�
みんなのカフェ健康教室

真屋町長から勲記を受け取る妻の露子さん ( 右）出来上がったソーセージに大満足の児童たち

岡本院長の講話を聴く参加者

９

ひ

地

防犯への注意喚起
歳末地域安全運動

　
　
じ
り
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
岡
本

　
　

拓
也
院
長
）
に
併
設
さ
れ
た

「
地
域
カ
フ
ェ
」
で
初
め
て
の
勉
強

会
が
行
わ
れ
、
15
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
岡
本
院
長
が
「
在
宅
医

療
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
。

「
在
宅
」
で
終
末
期
を
過
ご
し
た
患

者
の
紹
介
や
「
入
院
」
と
「
在
宅
」

の
費
用
に
つ
い
て
解
説
し
、
講
話
終

了
後
に
は
質
問
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
勉
強
会
は
地
域
の
健
康
増
進
と
維

持
を
目
的
に
月
2
回
、
地
域
住
民
を

対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
爺
湖
町
防
犯
協
会
で
は
、
ひ
っ

　
　
た
く
り
や
空
き
巣
な
ど
の
住
民

へ
の
注
意
喚
起
を
目
的
に
歳
末
地
域

安
全
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
洞
爺
支
部
で
は
、
会
員
10
人
が
参

加
し
、
洞
爺
水
の
駅
を
中
心
に
３
カ

所
で
実
施
。
毛
利
納
支
部
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
住
民
た
ち
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ

ン
カ
チ
セ
ッ
ト
を
配
り
、
犯
罪
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
っ
て
５
日
に
虻
田
支

部
で
も
ウ
ロ
コ
と
A
マ
ー
ト
と
う

や
湖
で
実
施
し
ま
し
た
。

洞

12
16

12
12

12
17

住民に注意喚起している会員

18
12
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
は
こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ク
リ
ス

　
　

マ
ス
（
絵
本
の
玉
手
箱
主
催
）

が
母
と
子
の
館
で
行
わ
れ
、
約
60
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
午
前
と
午
後
の
２
部
に
分

か
れ
て
、
午
前
は
乳
幼
児
対
象
、
午

後
は
小
学
生
以
上
を
対
象
に
実
施
。

　

午
前
は
読
み
聞
か
せ
を
中
心
に
、

午
後
は
加
え
て
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

や
紙
芝
居
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
渡
さ
れ
て
、
児
童
は
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

サンタからのプレゼント
ははこのクリスマス・クリスマス

　
　
書
感
想
画
・
読
書
紹
介
文
の
表

　
　
彰
式
（
教
育
委
員
会
・
洞
爺
湖

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
、
各

小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
小
・
中
学
校
か
ら
、
読
書
感
想

画
18
点
、
読
書
紹
介
文
56
点
の
応
募

が
あ
り
、
４
人
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

読
書
感
想
画<

小
学
生
の
部>

山
本
璃
音
さ
ん
（
虻
小
３
年
）・
山

本
珠
璃
さ
ん
（
虻
小
6
年
）
／
読
書

紹
介
文＜

小
学
生
の
部＞
釣
賀
怜

和
く
ん
（
虻
小
２
年
）。＜
中
学
生

の
部＞

野
呂
風
優
さ
ん（
虻
中
3
年
）

読書感想画・読書紹介文の表彰�
読書の習慣を呼びかける

　
　
本
水
難
救
済
会
虻
田
救
難
所

　
　
（
阿
部
和
文
所
長
）
の
平
成
31

年
出
初
式
が
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
今
年
1
年
の
安
全
と

豊
漁
を
所
員
一
同
で
祈
願
し
ま
し

た
。

　
式
で
は
、
人
員
報
告
と
服
装
点
検

の
後
に
真
屋
監
督
官
か
ら
訓
示
や
来

賓
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
て
、
安
部
和

文
所
長
が
「
今
後
も
海
難
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
肝
に
銘
じ
、
所
員
一

同
力
を
合
わ
せ
て
努
力
し
ま
す
」
と

答
辞
を
述
べ
、
出
初
式
を
終
了
し
ま

し
た
。

虻田救難所出初式
今年 1年の無事故を誓う

　
　
リ
ー
グ
の
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

　
　

ズ
な
ど
で
活
躍
し
、
現
在
は

J
F
A
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
の
女
子

U

－

18
チ
ー
ム
の
監
督
を
し
て
い

る
賀
谷
英
司
さ
ん
の
指
導
に
よ
る

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
が
母
と
子
の
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
T
O
Y
A
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
」
の
小
学
生
15
人
と
、
虻
田
中
学

校
サ
ッ
カ
ー
部
員
５
人
が
参
加
し
、

パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
の
基
礎
練
習

や
試
合
形
式
の
練
習
を
行
い
ま
し

た
。
賀
谷
さ
ん
は
「
基
礎
練
習
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

J リーグの技術を学ぶ
サッカー教室開催

パスの指導をする賀谷英司さん

紙芝居を聴く児童たち

安部所長に訓示を読み上げる真屋監督官

読

日
６

１

12
25

12
27

J

は

山本璃音さん

野呂風優さん

釣賀怜和くん

山本珠璃さん
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暮
ら
し お知らせ

information

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
申
請
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料

の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除

と
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、

残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一

部
納
付
が
あ
り
ま
す
。
一
部
納
付

に
は
、
４
分
の
１
納
付
、
半
額
納

息
子
や
警
察
官
を
か
た
る

不
審
電
話
に
注
意

付
、
４
分
の
３
納
付
の
３
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付

が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職（
失
業
）
を
理
由

と
し
た
特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま

す
。
特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年

度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職

（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に

対
象
と
な
り
、
失
業
さ
れ
た
人
の

所
得
を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を

行
い
ま
す
。

■
年
金
相
談
は
、
事
前
予
約
を

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
年
金
事

務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請

求
手
続
き
に
つ
い
て
、「
事
前
予

約
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
待
ち
時

間
の
少
な
い「
予
約
相
談
」
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま

す
。

・
申
し
込
み
の
と
き
は
、
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の（
年
金
手

帳
や
年
金
証
書
な
ど
）
を
用
意
く

だ
さ
い
。

　
予
約
方
法
は
、
全
国
共
通
の
予

約
専
用
受
付
電
話（
☎
０
５
７
０

　

息
子
を
か
た
る
男
か
ら「
喉
が

や
ら
れ
た
」「
風
邪
を
引
い
た
」

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
な
ど

と
い
う
電
話
が
あ
り
、「
会
社
の

お
金
が
入
っ
た
カ
バ
ン
を
な
く
し

た
」「
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん

だ
」
な
ど
の
理
由
で
、
お
金
を
要

求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
、
警
官
を
か

た
る
男
か
ら
は
、「
犯
人
か
ら
押

収
し
た
通
帳
の
中
に
あ
な
た
の
名

義
の
も
の
が
あ
り
ま
す
」「
通
帳

の
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
い
う
手
口
で
お
金
を
だ
ま
し

と
ろ
う
と
す
る
詐
欺
電
話
が
道
内

各
地
で
多
発
し
て
い
る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
警
察
は
口
座
情
報
を
聞
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
の
相
手
が

警
察
官
を
名
乗
っ
て
も
、
絶
対
に

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
情

報
を
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
3
0
0
5

冬
道
に
お
け
る

交
通
事
故
の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

①
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

　
目
的
地
ま
で
の
天
気
や
道
路
状

況
を
事
前
に
把
握
し
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
入
浴
助
成
券
を

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　
町
で
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

が
町
内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
の

入
浴
施
設
を
利
用
さ
れ
る
場
合
、

「
高
齢
者
入
浴
助
成
券
」
に
よ
り

入
浴
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
入
浴
助
成
券
を
購
入
す
る
と
き

や
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
で
高
齢
者

入
浴
助
成
券
を
使
用
す
る
と
き

は
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る「
高
齢
者
福
祉
証
」
を
必
ず
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

－

05

－

４
８
９
０
）
に
ダ
イ
ヤ

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
室
蘭
年
金
事

務
所（
お
客
様
相
談
室　

☎　

0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－
3
0
0
2
）

広　告 広　告
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場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■２月
優良（30分）
19日（火）13：30～　25日（月）13：30～
一般（60分）
25日（月）14：30～
違反（120分）
19日（火）14：30～
初回（120分）
15日（金）18：30～

■３月
優良（30分）
５日（火）18：30～　11日（月）13：30～
一般（60分）
５日（火）19：30～　11日（月）14：30～
違反（120分）
７日（木）18：30～
初回（120分）
15日（金）13：30～

運転免許更新時講習日程

お知らせ
②
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運

転
を

　
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
路
面
状
況

に
あ
わ
せ
た
慎
重
な
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

③﹁
急
﹂
の
つ
く
運
転
操
作
は
危

険
　
急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド

ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た「
急
」

の
つ
く
運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
に

つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

④
交
差
点
に
注
意

　
雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点

な
ど
で
は
、「
車
が
来
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
」「
歩
行
者
が
横
断

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
危

険
を
予
測
し
て
、
徐
行
と
安
全
確

認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
悪
天
候
に
注
意

　
吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の

運
転
は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不

良
に
よ
る
立
ち
往
生
な
ど
の
危
険

が
伴
い
ま
す
の
で
、
不
要
な
外
出

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
車
で
外
出
す
る
と
き
は
、
事
前

に
道
路
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を

準
備
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
22

－

0
1
1
0
）

福祉灯油の申請忘れていませんか？

※限度額は平成30年中の世帯全員の収入額合計を月割した額

世帯の人数 限度額
１人世帯 月額 10万円未満
２人世帯 月額 13万３千円未満
３人世帯 月額 16万６千円未満
４人世帯 月額 20万円未満

条件１　支給対象世帯

　福祉灯油の申請を受け付けています。申請期限は２月
28日までです。
　対象になると思われる人は期限までに申請願います。

　平成30年 11月１日現在洞爺湖町に住所がある人で、次
の１～３のどれかに該当する世帯
１．満 65歳以上の単身世帯及び老人世帯
①上記世帯であって、満 18歳未満の児童のみを扶養して
いる世帯も含まれます。
②住民票上では世帯が別の満 65歳以上の人が、２人以上
同居している場合一つの世帯のみが対象となります。
２．下記の手帳の交付を受けている人が世帯主または同居
する世帯
①１・２級の身体障害者手帳の交付を受けている人
②Ａランクの療育手帳の交付を受けている人
③１・２級の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人
３．ひとり親世帯で 18歳未満の児童のみを扶養する世帯

　条件1で支給対象世帯に該当していて、平成30年中の収
入が下記の限度額以下の世帯。

条件２　収入

※申請時に「生活保護世帯」、
「施設や病院に入所・入院して
いる単身世帯」並びに「冬期
間町外に滞在している世帯」
は支給対象になりません。

■申請に必要なもの

■申請場所

■助成の量

■問合せ

・印鑑
・身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳
・平成 30年中の収入状況がわかるもの（世帯全員分）
（年金の支払通知書、年金の源泉徴収票、年金の振り込ま
れている通帳、源泉徴収票、給与支払明細書）
・事業所得のある人は、平成 29年分の確定申告書の写し
※代理申請の場合に必要なもの（対象者の印鑑、代理人の
印鑑、委任状）

平成 31年２月 28日（木）まで

健康福祉課福祉・高齢者グループ、洞爺湖温泉支所、洞爺
総合支所庶務課の各窓口

１世帯あたり灯油 100㍑分の灯油購入助成券（現金支給は
ありません）

健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74－ 3001）

■申請期限
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募
　
集

自
衛
官
募
集

■
募
集
種
目　
①
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
）②
予
備
自
衛
官
補（
技
能
）

③
自
衛
官
候
補
生

■
資
　
格　
①
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
人
②
18
歳
以
上
で
国
家
免
許

資
格
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
③
18

歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間　

①
②
４
月
12
日

（
金
）
③
２
月
15
日（
金
）

■
試
験
期
日　

①
②
４
月
20
日

（
土
）
～
21
日（
日
）
の
い
ず
れ
か

１
日
③
２
月
23
日（
土
）
～
24
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部　

室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

相
　
談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

障がいなどの区分 障がいなどの程度

身体障害者手帳

両下肢・体幹・移動機能 １級・２級
心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・
直腸・小腸 １級・３級

免疫・肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳
両下肢・体幹 特別項症～第２項症
心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・
直腸・小腸・肝臓 特別項症～第３項症

介護保険の被保険者証 要介護状態区分 要介護５

障がいなどの区分 障がいなどの程度

身体障害者手帳 上肢また
は視覚 １級

戦傷病者手帳 上肢また
は視覚

特別項症～
第２項症

　
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
私
た
ち
の
未
来
を
つ
く

る
大
切
な
選
挙
で
す
。
必
ず
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

■
統
一
地
方
選
挙

北
海
道
知
事
選
挙
、
北
海
道
議
会

議
員
選
挙

【
投
票
日
】　
４
月
7
日（
日
）

洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙

【
投
票
日
】　
４
月
21
日（
日
）

●
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙
の
立

候
補
予
定
者
説
明
会

■
日
　
時　
２
月
22
日（
金
）
10

時
～

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
防
災

研
修
ホ
ー
ル

※
説
明
会
会
場
へ
の
入
場
は
１
候

補
者
に
つ
き
２
人
ま
で
、
資
料
の

配
布
は
１
部
と
し
ま
す
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

人
で
、次
の
表
に
該
当
す
る
人
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

②
代
理
記
載
投
票

　
「
郵
便
等
投
票
対
象
者
」
の
う

ち
、
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
の
投
票
を
、
選

挙
権
を
有
す
る
ほ
か
の
人
が
代
理

に
記
載
す
る
制
度
で
次
の
人
が
対

象
者
で
す
。

統
一
地
方
選
挙
の
お
知
ら
せ

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
町
選
挙
管
理

委
員
会（
☎
74

－

3
0
0
0
）

全
国
の
人
た
ち
の
善
意
を

被
災
者
の
人
へ

　
北
海
道
災
害
義
援
金
募
集
委
員

会
か
ら
配
分
を
受
け
た
平
成
30
年

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
伴
う
災

害
義
援
金
を
、
被
災
者
に
お
届
け

し
ま
し
た
。

　
義
援
金
の
対
象
は
９
月
20
日
に

被
害
の
認
定
を
受
け
た
１
世
帯

で
、
町
で
は
11
月
12
日
に
北
海
道

災
害
義
援
金
募
集
委
員
会
か
ら
配

分
を
受
け
た
義
援
金
総
額
２
万
円

を
、
12
月
25
日
に
被
災
者
へ
お
届

け
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
3
0
0
1
）

行
　
政

義
援
金
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
胆
振
東
部
地
震
災
害
の
義
援
金

に
つ
い
て
、
義
援
金
箱
と
口
座
振

込
に
よ
る
受
付
は
、
平
成
30
年
12

月
25
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
に
つ

い
て
は
、
洞
爺
湖
町
自
治
会
連
合

会
か
ら
の
義
援
金
と
あ
わ
せ
、
厚

真
町
、
安
平
町
と
む
か
わ
町
で
開

設
し
て
い
る
各
義
援
金
口
座
を
通

じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
届
け

し
ま
し
た
。

■
義
援
金
総
額
　

　
76
万
3
1
7
3
円（
募
金
箱
な

ど
16
万
3
１
７
３
円
、
洞
爺
湖
町

自
治
会
連
合
会
60
万
円
）

　
洞
爺
湖
町
・
洞
爺
湖
町
自
治
会

連
合
会
・
日
赤
北
海
道
支
部
洞
爺

湖
町
分
区
・
洞
爺
湖
町
共
同
募
金

委
員
会
・
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協

議
会

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
郵
便
等
投
票
対
象
者



　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

２
月
16
日（
土
）、
３

月
16
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故越浦一弘さん
■ 12月 28日死去■ 87歳■遺族は美枝子さん■泉区

故渡邊セツさん
■ 12月 27日死去■ 104歳■遺族は敦さん■虻３区

故大宮廣子さん
■ 12月 11日死去■ 84歳■遺族は薬師堂敦子さん■虻５区

故石田昌三さん
■ 12月 13日死去■ 75歳■遺族は壽美子さん■温３区

故柳沢美和子さん
■ 12月 26日死去■ 69歳■遺族は徹應さん■洞第５

故髙橋德守さん
■ 12月 27日死去■ 75歳■遺族は理津子さん■虻１区

故西岡健市さん
■ 12月 31日死去■ 60歳■遺族は栄子さん■大原

12月20日から１月19日届出分

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

故小倉サヨ子さん
■１月４日死去■ 90歳■遺族克彦さん■かっこう台区

故細川洋一さん
■ 12月 28日死去■ 74歳■遺族は順子さん■虻６区

歌
留
多
と
り
子
等
と
真
剣
勝
負
せ
り

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

気
ま
ま
な
る
風
に
転
ぐ
る
雪
の
玉

　
　
　

菅
原
敏
子　
　
　
　

初
雪
に
花
つ
な
ぐ
こ
と
猫
の
跡

　
　

千
葉
征
子　
　
　
　

出
て
来
そ
う
清
水
の
沢
に
雪
男

　
　

小
笠
原
勇　
　

大
雪
を
呑
む
湾
黝
く
波
嗤
ふ

　
　
　

矢
野
知
子　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

１
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
匿
名
は
20
万
円

▽
匿
名
は
10
万
円

▽
匿
名
は
10
万
円

▽
匿
名
は
10
万
円

＜

歳
末
助
け
合
い
寄
付
金＞

▽
連
合
洞
爺
湖
支
部
は
５
万
円

<

寄
附
物
品>

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　
①
２
月
21
日（
木
）、

②
３
月
７
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
池
田
翔
一
弁
護

士（
池
田
翔
一
法
律
事
務
所
）

②
阿
部
洋
介
弁
護
士（
北
海
道

み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

故髙橋義男さん
■１月５日死去■ 86歳■遺族は吉川恵子さん■大原

▽
矢
野
孝
典
さ
ん（
虻
7
区
）

▽
大
石
正
則
さ
ん（
入
１
区
）

▽
遊
佐
淳
一
さ
ん（
青
１
区
）

▽
橋
本
義
孝
さ
ん（
入
１
区
）

▽
沼
田
光
博
さ
ん（
虻
5
区
）

▽
佐
々
木
弘
子
さ
ん（
入
１
区
）

▽
大
川
愛
子
さ
ん（
青
1
区
）

▽
岡
部
ミ
ツ（
虻
６
区
）

故富田ナツヨさん
■１月６日死去■ 98歳■遺族は猪山雅美さん■大原

12
月
27
日
、
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ（
洞
爺
L
C
、
白
川
英
治

会
長
）
が
、
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
、
福
祉
基
金
と
し
て

５
万
円
の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
会
員
が
集
め
た
古
切
手

4
4
7
6
枚
、
未
使
用
の
タ
オ
ル

1
0
0
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。　

洞
爺
L
C

社
協
に
現
金
と
タ
オ
ル
寄
贈

な
な
か
ま
ど
の
会

胆
振
東
部
地
震
義
援
金

12
月
３
日
、
な
な
か
ま
ど
の
会

の
坂
井
千
枝
会
長
と
越
後
節
子
さ

ん
が
役
場
を
訪
れ
、
胆
振
東
部
地

震
で
被
害
が
あ
っ
た
市
町
村
に
届

け
て
ほ
し
い
と
、
義
援
金
３
万
円

を
真
屋
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

大久保会長（右）に寄付金の
目録を渡す白川会長（左）
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さわやかだ
より

　問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）

子どもの
てましょう感覚を育

「「お いいいし ！」ししい
子どもの味覚
　人間の舌で感じられる味覚には「甘い」「辛い」「酸っ
ぱい」「苦い」「うまい」の５つがあり、それぞれが複雑
に絡み合って「おいしさ」を感じることができています。
　舌にある「味蕾（みらい）」という味を見分ける細胞は、
赤ちゃんほど数が多く、成長するとともにだんだん少なく
なっていきます。つまり、子どもは大人よりも微妙な味
の違いや食感を敏感に感じとることができます。そして、
乳幼児期に経験する味や食感が将来の食の好みを決める
とも言われています。

味覚を育てる経験を
　大人でも初めて経験する食べ物の味や歯ごたえに抵抗
があるのは自然なことのように、幼児期もまた当然のこ
とです。
　ただ、味覚は経験によって幅を広げるものですので、幼
児期のうちにさまざまな味に触れるきっかけづくりをす
ることが大切です。

「味覚育て」のきっかけあれこれ
■うまみが味わえる料理の工夫
・天然だしを使う～うまみ成分の効果が味をひきたて薄味

・できるだけ水を足さず蒸し煮にする～食材のおいしさが

■親子クッキングのすすめ
・料理は五感を刺激する経験の宝庫！はじめは「味見」の

・自分で作ったものを食べたときの感動や作り上げた達成

■地元の食材を食べる
・新鮮な旬の食材のおいしさを味わう～道の駅や水の駅、

・家庭菜園もおすすめ～育てた命に感謝して食べることは

■濃い味・脂の味に注意
・ファストフードや脂たっぷりの料理、化学調味料の味を

①ボウルに白玉粉と絹ごし豆腐を入れて、耳たぶくらいの
かたさになるまでこねる。
②沸騰した湯で、一口大に丸めた①をゆでる。浮き上がっ
てきたら、冷水にとってザルにあける。
③鶏もも肉は、ひとくち大に切る。玉ねぎは 1cm くらい
の角切り、にんじんはいちょう切りにする。油揚げはお湯
をかけて油抜きし、縦半分にして 1cm 幅に切る。ほうれ
ん草はゆでて水に取り、水気を絞って 3cm 長さに切る。

④鍋にサラダ油を熱し、鶏肉、玉ねぎ、にんじんを炒め、
油揚げを加えてさらに炒める。だし汁と調味料を加えて
にんじんが柔らかくなるまで煮る。
⑤片栗粉を水で溶いて④の鍋に加えてとろみをつけ、豆
腐白玉とほうれん草を加えて、器に盛りつける。

【作り方】

【材　料】　大人２～３人分
白玉粉　　　　60g
絹ごし豆腐　　80 ～ 90g
かつおだし汁　４カップ
しょうゆ　大さじ２／３
塩　　　　小さじ１
酒　　　　小さじ１
片栗粉　　小さじ１／２
水　　　　小さじ２

　保育所給食でも提供している人気メニューです。“吉野汁”とは
葛粉でとろみをつけた汁のこと。葛粉の名産地の奈良県吉野地方が
名前の由来です。このレシピでは片栗粉でとろみをつけています。

■「味覚育て」のポイント
①白玉をこねる・丸めるなど子どもも一緒に料理ができる。
②だしのうまみと食材の味がよく出て、薄味でもおいしい。

鶏もも肉　　100g
玉ねぎ　　　80g
にんじん　　50g
ほうれん草　50g
油揚げ　　　30g
サラダ油　小さじ１

豆腐白玉入り吉野汁味覚を育てる
おすすめレシピ

｛
｛

でもおいしくなる。

出て調味料を少なくできる。

スーパーの地元野菜コーナーの活用。

苦手野菜を克服するきっかけにも。

お手伝いからでも OK。

感が「食べたい」意欲につながる。

生涯に渡ってのおいしさの基準にしない～子どもは「健
康のために食べない」という判断はできない。早いうち
から生活習慣病発症の心配も。



あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
から家読 の

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
下
町
ロ
ケ
ッ
ト　

ヤ
タ
ガ
ラ
ス
（
池
井
戸
潤
）
▽
そ

れ
で
も
空
は
青
い
（
荻
原
浩
）

＜

児
童
書＞

▽
お
も
ち
の
き
も

ち（
か
が
く
い
ひ
ろ
し
）▽
お
う
さ

ま
が
か
え
っ
て
く
る
1
0
0
び

ょ
う
ま
え（
柏
原
佳
世
子
）▽
ぬ
け

ち
ゃ
っ
た
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ア

ン
ト
ニ
ー
／
せ
な
あ
い
こ
訳
）
▽

ク
マ
と
森
の
ピ
ア
ノ
（
デ
ィ
ビ
ッ

ド
・
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
／
俵
万

智
訳
）
▽
お
し
り
た
ん
て
い　
プ

プ
ッ
お
し
り
た
ん
て
い
が
ふ
た
り

い
る
⁉
（
ト
ロ
ル
）
▽
お
は
な
し

と
さ
が
し
も
の　
ム
ー
ミ
ン
と
は

じ
め
て
の
冬
（
パ
イ
ヴ
ィ
・
ア
レ

ニ
ウ
ス
／
末
延
弘
子
訳
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

<

一
　
般>

▽
沈
黙
の
パ
レ
ー
ド

（
東
野
圭
吾
）▽
野
の
春　
流
転
の

海　
第
９
部
（
宮
本
輝
）
▽
最
終

標
的　
所
轄
魂
（
笹
本
稜
平
）
▽

宴
の
前
（
堂
場
瞬
一
）
▽
白
い
ジ

オ
ラ
マ
（
堂
場
瞬
一
）
▽
ど
ん
ま

い
（
重
松
清
）

＜

児
童
書＞

▽
ど
ん
ぐ
り
む
ら

の
ぼ
う
し
や
さ
ん（
な
か
や
み
わ
）

▽
プ
ー
と
大
人
に
な
っ
た
僕
（
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
ル
ド
ニ
ッ
ク
）
▽
宇

宙
の
姿
を
科
学
す
る（
ギ
ヨ
ー
ム・

デ
ュ
プ
ラ
／
渡
辺
滋
人
訳
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

<

一
　
般>

▽
火
星
に
住
む
つ
も

り
か
い
？（
伊
坂
幸
太
郎
）▽
ノ
ル

ウ
ェ
イ
の
森＜

上
・
下＞

（
村
上

春
樹
）
▽
ご
は
ん
の
き
ほ
ん　
レ

シ
ピ
を
見
な
い
で
作
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
。（
有
元
葉
子
）

＜

児
童
書＞

▽
よ
る
の
さ
か
な

や
さ
ん（
穂
高
順
也
／
山
口
マ
オ
）

▽
お
し
っ
こ
ち
ょ
っ
ぴ
り
も
れ
た

ろ
う
（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）
▽

り
ん
ご
り
ん
ご
り
ん
ご
り
ん
ご
り

ん
ご
り
ん
ご
（
安
西
水
丸
）
▽
ぼ

く
が
ぼ
く
で
あ
る
こ
と（
山
中
恒
）

「生きる」
谷川俊太郎詩／岡本よしろう絵
谷川俊太郎さんの「生きる」という詩
が岡本よしろうさんの絵と組み合わさ
り、絵本になった作品です。圧倒的な
詩と、何気ない夏の情景を切り取った
どこか懐古的で美しい絵たちが「生き
る」ということを身近に感じさせてく
れます。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　２月のおはなし会
■日　時 ①２月 15 日（金）14 時～ 15 時 30
分② 2 月 21 日（木）14 時～ 15 時、２月 25 日（月）、
３月 11 日（月）10 時～ 11 時 30 分
■場　所 ①あぶた読書の家②あぶた母と
子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時　３月５日（火）14 時 30 分～
■場　所 あぶた母と子の館
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

vol.11
今月の
リポーター
細谷佳代子さん

　
　
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

　
　
し
て
道
の
駅
と
う
や
湖
に

就
任
し
て
か
ら
た
っ
た
の
3
个

月
。
み
ん
な
か
ら
は
「
3
年
く

ら
い
居
る
よ
う
な
感
じ
だ
ね

（
笑
）」
と
、言
わ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
大
柄
で
存
在
感
満
載
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
た
地

域
に
馴
染
ん
で
活
躍
し
て
い
る

証
と
、
自
己
流
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

変
換
で
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
事

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

12
月
に
新
し
く
加
入
し
て
く

れ
た
若
い
女
性
ス
タ
ッ
フ
と
ベ

テ
ラ
ン
軍
団
？
と
、
い
つ
も
全

面
協
力
し
て
く
れ
る
た
く
ま
し

い
生
産
者
の
人
た
ち
と
と
も
に

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
奇
抜
な

ア
イ
デ
ア
で
こ
こ
道
の
駅
と
う

や
湖
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
営
業
11
年
目
。
さ
ま

ざ
ま
な
お
客
様
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
3
月
末
の
期
間

限
定
で
す
が
、
食
事
を
し
た
お

客
様
に
（
ホ
タ
テ
汁
を
除
く
）

コ
ー
ヒ
ー
を
1
杯
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
堂
奥
に
は
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
マ
シ
ー
ン
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
自
宅
で
作
る
の

も
良
い
で
す
し
、
当
店
で
出
来

た
て
を
作
っ
て
も
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
冬
季
に
道
の
駅
と
う
や

湖
に
来
店
し
た
際
に
は
、
是
非

入
り
口
に
あ
る
小
さ
な
か
ま
く

ら
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
う
や
の
小
さ
な
幸
せ
が
あ
り

ま
す
よ
。

私

今月の
１冊
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道の駅とうや湖の
スタッフの皆さん
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洞
爺
湖
消
防
出
初
式

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』
　
　
月
５
日
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

　
　
タ
ー
に
お
い
て
洞
爺
湖
消
防

出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
洞
爺

湖
町
の
無
火
災
・
無
災
害
を
祈
り

消
防
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
屋
外
に
て
観
閲
式
を
行
っ
た

後
、
屋
内
式
典
で
は
永
年
に
わ
た

る
消
防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

団
員
へ
表
彰
状
と
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
洞
爺
湖
町
長
の
式
辞
を

は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
よ
り
日

頃
の
消
防
活
動
に
対
す
る
感
謝
と

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
出
席

者
ら
は
今
年
一
年
の
防
火
・
防
災

を
誓
い
、
地
域
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
平
成
31
年
消
防
出
初
式
の
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

●
北
海
道
知
事
表
彰

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　
大
平
浩
（
第
２
分
団
）

班
長　
秋
山
敏
光
（
第
３
分
団
）

／
稲
實
邦
章
（
第
３
分
団
）

団
員　
和
田
貢
（
第
１
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰
　

班
長　

阿
部
由
希
子
（
女
性
分

団
）

団
員　
舘
岡
恵
一
（
第
１
分
団
）

／
糟
川
牧
子
（
女
性
分
団
）

●
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
功
績
章

部
長　
橋
本
健
司
（
第
４
分
団
）

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　
大
平
浩
（
第
２
分
団
）

団
員　
和
田
貢
（
第
1
分
団
）　

■
20
年
勤
続
表
彰　
　

部
長　
白
川
英
治
（
第
２
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

班
長　
山
本
勲
（
第
２
分
団
）

団
員　
舘
岡
恵
一
（
第
１
分
団
）

●
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
管
理
者

表
彰

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　
大
平
浩
（
第
２
分
団
）

団
員　
和
田
貢
（
第
１
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

部
長　
白
川
英
治
（
第
２
分
団
）

●
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

　私たちは、いつ、どこで、突然のケガや病気におそわれるか予測がで
きません。心臓や呼吸が止まった人の治療はまさに一分一秒を争います。
このようなとき身近にいる人が適切な応急手当を素早く実施することで、
大切な生命を救うことにつながります。
　上級救命講習会では、ＡＥＤを含めた心肺蘇生法、異物除去、止血法、
緊急時の傷病者の管理法など普通救命講習より一歩踏み込んだ内容の講
習会を開催しています。この講習では、筆記と実技の試験を実施し、合
格者 (80％以上正解 ) には「上級救命講習修了証」を交付します。
■日　時　３月２日（土）９時 ～ 18 時
■場　所　西胆振行政事務組合伊達消防署洞爺湖支署　
■受講料　無料
■定　員　10 人（定員になり次第締め切り）
■締　切　２月 10 日（日）～ 28 日（木）
■申込先　洞爺湖支署 警防救急係（☎ 76-2119）
■その他　筆記用具を持参し、動きやすい
　　　　　服装で受講してください。

上級救命講習会　開催します
―尊い命を一人でも多く救うために―

１

統
一
標
語

『
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

火
の
確
認
』

を

広報とうやこ　2019 年２月

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
の

お
知
ら
せ

■
20
年
勤
続
表
彰

部
長　
白
川
英
治
（
第
２
分
団
）

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動

し
た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る

災
害
案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
23

－

7
1
7
1
）
間
違
い
の
無
い
よ
う

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今年 1 年の地域の安全を祈願した
洞爺湖消防出初式

パレードの後に行われた観閲式
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57
第

回

〜
デ
イ
セ
ン
タ
ー
い
ち
ば
ん

ぼ
し
ク
リ
ス
マ
ス
会
〜

　
　
月
15
日
（
土
）、
伊
達
市
の

　
　
ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
に
て
、
デ

イ
セ
ン
タ
ー
い
ち
ば
ん
ぼ
し
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。
利

用
者
35
人
、
職
員
９
人
、
総
勢
44

人
が
一
堂
に
会
し
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
は
10
日
ほ
ど
早
い
な
が
ら
も
、

賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
職
員
2
人
と
利
用
者

4
人
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
始
ま

る
１
時
間
半
ほ
ど
前
に
会
場
入
り

し
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り

付
け
や
、
必
要
な
器
具
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
ク
リ
ス

マ
ス
ら
し
い
素
敵
な
会
場
を
演
出

し
て
、
み
ん
な
が
到
着
す
る
の
を

今
か
今
か
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
、
利
用
者

を
乗
せ
た
バ
ス
が
到
着
し
、
利
用

者
が
次
々
に
会
場
に
入
っ
て
く
る

と
、
先
に
着
い
て
い
た
利
用
者
や

職
員
に
挨
拶
し
て
い
る
声
が
い
つ

も
よ
り
ト
ー
ン
も
高
く
、
わ
く
わ

く
し
て
い
る
様
子
が
手
に
取
る
よ

う
に
分
か
り
ま
し
た
。

　
全
員
が
席
に
着
く
と
、
待
ち
に

待
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
開
始
の
合

図
で
あ
る
、
乾
杯
の
と
き
も
「
皆

さ
ん
、
席
を
立
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
る
前
に
、
す
で
に
ほ
と

ん
ど
の
人
が
立
ち
上
が
っ
て
、
グ

ラ
ス
を
胸
の
前
で
構
え
て
い
る
ほ

ど
で
、「
乾
杯
」
と
明
る
い
声
を

上
げ
な
が
ら
、
周
囲
の
人
と
グ
ラ

ス
を
合
わ
せ
る
み
ん
な
の
笑
顔

は
、
作
業
で
見
せ
る
笑
顔
と
は
数

段
違
っ
て
見
え
ま
し
た
。

　
余
興
は
、
職
員
に
よ
る
ダ
ン
ス

披
露
、
利
用
者
の
ゲ
ー
ム
（
輪
ゴ

ム
リ
レ
ー
）、
カ
ラ
オ
ケ
を
行
い

ま
し
た
。
ダ
ン
ス
で
は
、
流
行
し

た
「
Ｕ
・
Ｓ
・
Ａ
」
の
曲
に
合
わ

せ
職
員
が
正
面
ス
テ
ー
ジ
で
ダ
ン

ス
を
し
、
そ
の
後
、
も
う
一
度
曲

を
流
す
と
、
ダ
ン
ス
が
好
き
な
利

用
者
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
自

分
な
り
の
振
り
付
け
で
踊
っ
て
い

ま
し
た
。
利
用
者
の
カ
ラ
オ
ケ
で

は
、
事
前
に
希
望
を
取
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
当
日
、
さ
ら
に
歌
い

た
い
と
希
望
す
る
人
が
多
数
い

て
、
予
定
時
間
を
超
え
る
ほ
ど
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。
輪
ゴ
ム
リ

レ
ー
は
、
口
に
ス
ト
ロ
ー
を
く
わ

え
て
、
輪
ゴ
ム
を
渡
し
て
い
く

ゲ
ー
ム
で
、
な
か
な
か
難
し
く
、

輪
ゴ
ム
を
落
と
し
て
は
拾
い
と
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
最
後
の
人
へ
と

輪
ゴ
ム
を
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
会
も
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
、
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
し
た

会
場
内
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が

流
れ
、「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！
」

と
い
う
掛
け
声
が
聞
こ
え
た
と
思

う
と
、サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
現
れ
、

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
一
人

ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
あ
ぶ
た
福
祉
会
家
族
の
会

か
ら
い
つ
も
よ
り
多
め
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
代
を
用
意
し
て
い
た
だ

き
、
今
ま
で
よ
り
予
算
が
上
が
っ

た
分
、
利
用
者
も
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
希
望
を
取
る
時
に
、
か
な
り
悩

み
、
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
手
渡

さ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
開
け
た
途

端
、「
わ
ぁ
、い
っ
ぱ
い
入
っ
て
る
」

と
喜
び
と
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。
希
望
通
り
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
探
す
の
は
大
変
で
、
大
人
数

な
の
で
、
休
み
の
日
に
何
軒
も
店

を
回
っ
て
、
予
算
内
で
、
希
望
し

た
物
を
購
入
す
る
の
は
大
変
で
し

た
が
、
苦
労
が
報
わ
れ
た
瞬
間
で

し
た
。

　
最
後
は
、
工
藤
所
長
か
ら
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
２
時
間

と
い
う
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

流
れ
、
み
ん
な
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

抱
き
し
め
て
、
余
韻
を
楽
し
み
な

が
ら
ホ
テ
ル
の
玄
関
を
出
ま
し

た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
も
、「
楽

し
か
っ
た
ね
」
と
い
う
言
葉
が
飛

び
交
い
、
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
か
ら
数
日
間

経
っ
て
も
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
見
せ

び
ら
か
し
な
が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
来
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
「
ど
こ
で
や

る
の
だ
ろ
う
」「
カ
ラ
オ
ケ
で
は

何
を
歌
お
う
か
な
」
な
ど
と
、
す

で
に
一
年
も
先
に
気
持
ち
が
飛
ん

で
し
ま
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
大
き
な
期
待
に
応
え
て
、
来
年

も
、
利
用
者
が
幸
せ
な
夜
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
企
画

を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
（
支
援
員　
M
・
S
）

12

クリスマスプレゼントをもらう利用者

クリスマス会を楽しむ皆さん



ジオパーク通信

第 79号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより
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冬の到来を 野鳥告げる
日本最大級の猛禽類

とオオワシ オジロワシ

　オオワシとオジロワシはロシアで繁殖 (オジロワシは一部道内で繁殖 )し、冬の寒さを乗り越えるため
に南下します。この地域には鮭がのぼる川があり、不凍湖の洞爺湖にはカモ類が集まります。ワシたち
にとって魅力的な餌場があるのでここに立ち寄るのです。

　冬になるとこの地域にやってくる国の特別天然記念物、オオワシとオジロワシについて、洞爺湖有珠
火山マイスターであり、アウトドアガイド BINOCOLO(ビノコロ )代表の福島豪さんに、お話を伺いま
した。

Q　どこから来るの？

　実はオオワシも成鳥になると尾が白くなるため、尾の色だけでは区別がつきません。尾っぽの形に違
いがあるのと、くちばしが太く、鮮やかな黄色をしているのがオオワシです。ぜひ実際に行って違いや
特徴を観察してみてください。
　冬の空に羽ばたく大きなシルエットを見つけたら、それはオオワシかオジロワシかもしれません。

Q　どこで見ることができる？
　洞爺湖有珠山ジオパーク内で言うと、豊浦町貫気別川にあるインディアン水車公園周辺 (マップ① )、
伊達市長流川河口（マップ②）、そして洞爺湖の北側、洞爺寺周辺 (マップ③ )です。
Q　何を食べるの？
　貫気別川と長流川には、産卵後のサケ (ほっちゃれ )を目当てに、魚を好むオオワシとオジロワシが集
まります。むかし中島に多くの鹿がいた頃は、自然死した鹿の肉を狙ったオオワシ、オジロワシを中島
でも見ることができました。現在は洞爺湖の北側で目にすることがあります。なぜ洞爺湖の北側なのか？
それは冬になると洞爺湖には北から風が吹き込み、湖の南側で波が荒れるため、穏やかな北側にカモ類
が集まり、オジロワシはそれを狙ってやって来るのです。運が良ければカモを追うオジロワシを見るこ
とができます。
Q　オオワシとオジロワシの見分け方は？

□　野鳥観察の持ち物
・双眼鏡
・カメラ
□　注意点
・野鳥をおどろかせないよう、静かに、近づきすぎない
ようにして観察すること。
・車で訪れる際は他の車の迷惑にならないよう駐車する
こと。
・立ち入り禁止場所 /私有地には入らないこと。

①

③

②



広報とうやこ　2019 年２月23

時間

2 月 9 日（土）
～ 24 日（日） 北の野鳥たち写真展Ⅲ

12 日（火）
脳の健康教室

９：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎76-4363＜社会福祉協議会>）

13 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：30
洞爺温泉病院（☎ 76-4006< さわやか >）

14 日（木） 献血
虻田地区

15 日（金）
親子ふれあい遊び

10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎ 76-2008< 子育て支援

センター >）

16 日（土）

行政に関わるくらしの無料相談会
町民冬の散策のつどい

9：30 ～ 13：00
旧花和小学校（☎ 74-3010< 教育委員会社会

教育課 >）

18 日（月）

みんなのカフェ健康教室（訪問診療）
11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

第 3 回ふらばーるバレーボール大会
19：00 ～
あぶた体育館（☎ 75-2005< 洞爺湖町体育振

興連絡会 >）

19 日（火）
脳の健康教室

9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎76-4363<社会福祉協議会>）

20 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

21 日（木）

特定健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肝炎・
エキノコックス検診・ピロリ菌検査

6：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター 2 階（☎ 76-4363< 社会

福祉協議会 >）
母と子の館の日

13：30 ～ 15：30
母と子の館（☎ 74-3010 ＜教育委員会社会教

育課＞）
無料法律相談会

22 日（金）

特定健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肝炎・
エキノコックス検診・ピロリ菌検査

6：30 ～
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006< さわやか＞

当日は☎ 82-2727< 洞爺ふれ愛センター >）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

26 日（火）
脳の健康教室

9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎76-4363<社会福祉協議会>）

27 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：30
健康福祉センター（☎ 76-4006）

場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダー

ピックアップイベント

International Poetry Day（国際　詩の日）
■日　時　３月 21 日（木）13 時～
■場　所　洞爺総合センター集会室
■対　象　どなたでも
■料　金　無料
■問合せ 洞爺国際交流協会（洞爺総合支所内）（☎ 82-5111）

28 日（木）
洞爺湖町介護のつどい

10：00 ～ 12：00
地域交流センター（☎ 76-4822< 地域包括センタ―>）

３月１日（金）

洞爺地区健康相談
９：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

2 日（土） 洞爺湖町地域食堂ほのぼの「感謝祭」

3 日（日）
フロアカーリング大会

9：00 ～
母と子の館（☎ 74-3010< 教育委員会社会教

育課 >）

４日（月）
みんなのカフェ健康教室（訪問診療）

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

６日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

７日（木）

1 歳 6 カ月児健診・３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

無料法律相談会

８日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

9 日（土）
月浦スノーシュー散策

9：30 ～ 12：00
月浦自然森林公園（☎ 75-2555< 洞爺湖ビジ

ターセンター・火山科学館 >）

10 日（日）
ゆきあそび＆たからさがし

10：00 ～ 12：00
洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

10 日（日）
第 34 回ふれ合う心の文化広場

11：00 ～
洞爺湖文化センター（☎ 74-3010< 教育委員

会社会教育課 >）

13 日（水）
げんきクラブ

13：30 ～ 15：30
洞爺温泉病院（☎ 76-4006< さわやか >）

北の野鳥たち写真展Ⅲ
■日　時　２月９日（土）～ 24 日（日）９時～ 17 時（最
終日のみ９時～ 12 時）
■場　所　洞爺水の駅２階多目的活用室
■主　催　洞爺まちづくり観光協会
■出　展　野鳥写真愛好会
■出展数　40 点程度
■問合せ　洞爺まちづくり観光協会（☎ 87-5277）

洞爺湖町地域食堂ほのぼの「感謝祭」
■日　時　３月２日（土）12 時～ 15 時 30 分
■場　所　地域交流センター
■料　金　無料　
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

時
所

詳 ピックアップイベント

詳 ピックアップイベント

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

詳 p17

詳 p17

詳 p17

詳 こんにちは社会教育です

詳 こんにちは社会教育です

詳 こんにちは社会教育です

時
所

時
所

詳 こんにちは社会教育です
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の
世
代
に
も
自
分
が
見
て
い

　
　
る
よ
う
な
景
色
を
見
せ
る
た

め
に
も
、
今
後
も
き
れ
い
な
洞
爺

湖
の
自
然
を
保
つ
活
動
を
し
て
い

き
た
い
」

　
洞
爺
湖
の
自
然
に
つ
い
て
語
る

の
は
、
11
月
27
日
に
洞
爺
湖
温
泉

支
所
で
行
わ
れ
た
環
境
省
自
然
環

境
局
長
賞
を
受
賞
し
た
小
川
裕
司

さ
ん
。
自
然
公
園
指
導
員
と
し
て

10
年
間
、
主
に
洞
爺
湖
や
中
島
で

清
掃
や
保
護
、
保
全
の
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

新
潟
県
出
身
で
高
校
を
卒
業

スポットライト

Spotlight

環境省自然環境局長賞を受賞

小 川 裕 司さん

東奔西走

profi le
昭和 48 年２月２日生まれ。趣
味が仕事というほどのアウトド
ア好き。ホッとする瞬間は子供
の成長の姿を見ること。洞第 5
在住。45 歳。

ワンショット今月の

　　月を実家で過ごし、家や外で暴飲暴食を繰り返し、健康
　　面が心配される新年の始まりとなりました。健康第一で
頑張っていきたいと思っています。（C.K）
　　明けの大きなイベントである、成人式が行われ、私にとっ
　　て最後の新成人への取材となりました。彼らを見ると、あ
らためて自分の人生をいろいろ考えてしまいます。（H.O）

後
、
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
日
本
校

に
進
学
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の

コ
ロ
ラ
ド
の
大
学
へ
進
み
、「
草

原
生
態
学
」
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
後
、
モ
ン
タ
ナ
州
で
日
本
人
が

経
営
す
る
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
経
て

日
本
に
帰
国
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
ス
キ
ー
場
の
仕
事
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
を
経
験
し
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
験
の
中
で
、
カ

ヌ
ー
や
ス
キ
ー
な
ど
の
自
然
に
関

わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思
い

が
強
く
な
り
、
モ
ン
タ
ナ
州
で
ガ

イ
ド
の
仕
事
を
し
て
い
た
時
の
日

本
人
経
営
者
の
「
や
り
た
い
こ
と

は
や
れ
。
や
る
場
所
が
な
い
な
ら

作
れ
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
が
後
押

し
と
な
り
、
個
人
で
ガ
イ
ド
の
仕

事
を
し
て
く
こ
と
を
決
心
し
ま
し

た
。2

0
0
2
年
ご
ろ
洞
爺
湖
町

で
自
然
体
験
や
案
内
を
し
て
く
れ

る
人
を
探
し
て
い
る
と
の
声
を
聞

き
、
そ
れ
を
機
に
、
洞
爺
ガ
イ
ド

セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
現
在
、
カ

ヌ
ー
体
験
や
洞
爺
湖
の
自
然
の
ガ

イ
ド
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
「
17
年
間
活
動
し
て
い
て
も
、

洞
爺
湖
の
自
然
の
美
し
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
地
域
の

人
に
助
け
ら
れ
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し

た
」
と
洞
爺
湖
の
自
然
と
地
域
の

人
に
支
え
て
き
て
も
ら
っ
た
感
謝

の
気
持
ち
か
ら
、
長
年
自
然
公
園

指
導
員
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
洞
爺
湖
の
周
り
を
歩
く
人
を

増
や
し
た
い
。
交
流
や
滞
留
の
場

と
し
て
洞
爺
湖
を
活
用
し
て
い

き
、
遊
び
の
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て

話
し
ま
す
。

正

洞
爺
湖
の
美
し
い
自
然
を
次
の
世
代
に

次

洞爺駅前広場イルミネーション

「

年




